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一"ASelectParty"に み るTheDemocraticReviewが 牽 引 した 時 代

庄 司 宏 子

ホーソー ンの"Topsy-Turvy"
"M
r.NobleMelancholy"(Lathrop75)と 称 され、孤高の芸術家 の風貌 とそ

の 「ロマ ンス」 のヴ ェール によ って、 ホー ソーンは 自分が生 きた時代 が直面

していた奴隷制度や 人種 の問題 につ いて あま り関わ りを持たなか った と考 え

られがちで あった。 しか し近年のホー ソー ン批評 は、作家 と同時代 の大 問題

との関わ りに熱 い視線 を注 いで いる。1

ホ ー ソー ンと黒 人および奴隷制度 との関わ りについては、JeanFaganYellin

に よ る研究 によ り、作家 の私生活 にお ける交渉 や ロマ ンスへ の影響 な どかな

りな程度明 らか にされ ている。ホー ソー ンの生まれ育ったSalemは 植 民地 時

代にはニ ューイ ングラ ン ド産の ラム酒 とカ リブ諸島か らの奴隷 を輸送す る港

町であ り、1780年 に マサ チ ューセ ッツで奴隷 制が廃止 され、1788年 に奴隷 貿

易が禁止 された後 も奴隷 貿易は容易 には止 まなかった とされ、セイ レムの奴

隷貿 易 に関わ った船 長や 商人 として ホー ソー ンの祖 先 のCaptainBenjamin

Hathomeの 名 も挙が って いる(Moorel2-13)。2奴 隷交易 の繋 が りもあ り、そ

の後 徐々 に解放 され た元奴隷 を主 として 、19世 紀初めホー ソー ンの幼 少時代

にはセイ レム の人 口約1万 の うち、人 口の3%程 度の300人 がfreeblackで

あ った という(Yellinl38)。 作 家 ホー ソー ンとの関わ りでは、彼が幼 少の頃

にMaineで 過 ご した夏 の友 人 のひ と りWilliamSymmesは 黒 人 で あ った

(MellowlO4-5)。 ま たBowdoin大 学 時代 にはJohnRusswurmと い う黒 人のク

ラスメー トが いた(Bridge30)。 さ らに、TheScarletLetterを 出版 した後、Lenox

に 引 っ越 したHawthorne一 家 はMrs.Petersと い う黒人の家事使用人 を雇 って

お り、主 に息子Julianの 世 話 に当た って いた(HawthorneAmericanNotebook

462-63)0

さ ら にホー ソー ンの末子Roseは 、そ の回想録の中で 「父は あま り優 しい言

葉を言 うほうで はなかったが、人生 の強 い味方 である という感覚 を与 えて く

れた」 として、そ うした例 として3歳 で あった ローズが病気で具合 が悪 い と
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き、父が 「黒人の人形」を持 ってきて くれた と記 している(Lathrop163)。 そ

の人形は母Sophiaに よ ると、「とて も醜 かった し、私はニグ ロを見 た ことが

なかったので、私 を驚かせ るための ものだ った」(Lathropl63)。 この黒 人の人

形の贈 り物 の話 はローズの年齢か ら1854年 頃 のエピ ソー ドで あるが、ホー

ソー ンの人種 に関す る態度 の一端 を示 して いるよ うに思われ るので 、以下 に

引用 してみた い。

Irememberthemuch-knowingsmilewithwhichmyfather'sfacewas

indefinitelylightedupashestoodlookingatme,whileI,halfunconsciousto

mostofthethingsofthisworld,wasneverthelessclutchinghisgiftgladlyto

myheart.ThehideousdarkywassoonconvertedbymynurseFanny(my

mothercalledherFancy,becauseofherrareskillwiththeneedleandherrich

decorationsofallsortsofthings)intoabeautifullydressedfootman,whowasa

verylargeiteminmyexistenceforyears.Ithoughtmyfatheranintensely

clevermantohavehituponPompey,andtohaveunderstoodsowellthathe

wouldmakeanangel.AllhispresentstousOldPeople,ashecalledus,were

eitherunusualorofexquisiteworkmanship.Thefairyqualitywas

indispensablebeforehechosethem.(163;myemphasis)

ホー ソー ンが子供 たち に与 える贈 り物 として、 「ポ ンピー」(黒人 の従僕)

が 「天使」に転 じる という 「魔法 の要素」を大事 に した とい うのは、ホーソー

ンの ロマ ンスTheScarletLetter(1850)に お ける汚辱の徴か ら勝利 の徴 へ と転

じる 「緋文字A」 の軌跡 を想起 させ興味深 いものである。 ここで は この黒 人

の人形のエピ ソー ドが人種 や奴隷制 に関す るホーソー ンの感受性や想像 力の

あ り方 を示す もの として捉 えてみた い。 ローズが記 した この人形 のエピソー
ダ 　 キ 　 エ ン ジ1ル

ドは、「醜」な るものと 「聖」なる もの、 「黒 」 と 「白」 とが表裏一体 の もの

として繋が って いる とい う点 にお いて"topsy-turvydolls"を 想 起 させず には

おかない。この 「あべ こべ人形 」とは黒 人の少女(召 使いの姿の場合 もある)

と 白人の少女 の人形 が胴体 で繋が った もので、その用途 につ いて は諸説 ある

ものの、 ア ンテベ ラム期 の南部 に起 源 を持 つ とされ る。Wallace-Sandersは 、

「あべ こべ人形」が この時代 のアメ リカ社会の 「隔たる と同時 に相互 に繋がっ

ている("simultaneouslysegregatedandinterconnected")」 黒 人 と白人の人種 関
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係 を表す ものだ という(34)。3「 あべ こべ人形」は 、奴隷 制度が アメ リカの

北部 と南部 の対立 と緊張 を刻々 と激化 させ るアンテベ ラム期 のアメ リカの人

種に まつわ る言説や 、 この時代の人種的無意識 を視 覚化 した文化的イ コ ンと

いえるだ ろう。HarrietBeecherStoweのUncleTo〃zsCabin(1852)の 出版後 は

"T
opsy"と"Eva"が 一 対 とな った人形 が作 られるよ うにな る。 ホーソー ン

が こうした人形 の存在 を知って いたか どうかは定かではな い(ロ ー ズの回想

録は、父親か らUncleTomとEvaを 描 いた絵 を もらった というエ ピソー ドも

記 して いる[158])。 近 年 のホー ソー ン研 究は、この作家が決 して 同時代 の社

会が抱えて いた人種 問題 を等閑視す ることはな く、「毒」や 「癒 」な どのモチー

フ を用 いてそ のロマ ンス の中で 「混血(mulatto)」 を 描 こう とした と論 じる

な ど、作家 と人種 問題 との関わ りを精緻 なテクス ト分析か ら読み取 ろ うとす

る(Brickhouse184-87)。 本 論 では、ホー ソー ンが1840年 代 半ば に精 力的 に

短篇 を寄稿 したTheUnitedStatesMagazineandDemocraticReviewと の 関わ り

を中心 に、ホー ソー ンが時代の人種 問題 そ の 「トプ シー ・ターヴ ィー的

状況」 にどのように反応 していた のか を考 えてみたい。

TheDemocratic/reviewとYoungAmericaMovement

ホ ー ソー ンは1837年 頃 か らJohnL.0'Sullivanと 交 友 を持つ ようにな り、

1830年 代 後半 か ら40年 代前半 にか けて短篇 を他の雑誌よ りも多 く、彼 の編

集するTheUnitedStates-MagazineandDemocraticReview(以 下 、Democratic

Reviewと 略 す)に 寄稿す るよ うになる(オ サ リヴ ァンがDemocraticReview

の 編 集 に携わ った のは1846年 までで ある)04西 漸 運動の真 っ直 中の時代 にそ

れを推進 し、拡大す る国家の中で政治 と文学 を結びつけ、若 きアメ リカのナ

シ ョナ リズム の高揚 を 目指 すDemocraticReviewへ の 精 力的 な寄 稿が、アメ リ

カが待望す る国家 的文学 の若き担 い手 としてのホーソー ンの名声 を高 めた こ

とは確か であ る。 オサ リヴ ァンと彼 のDemocraticReviewは 、1830年 代 に

ニ ュー ヨー クに住 む都市 中間層の若 い世代 の民主党支持者 を中心 に起 こる政

治的 ・文化的運動 の中心 であった。彼 らは同時代 の ヨー ロッパ の運動 の影 響

を受け、共和制や反貴族 的運動 を支持 し、Jefferson的 な 農業主体 の国家 では

な く、商業 をベー ス とした技術革新、改革 と統 制、国際主義 を奉 じた。 国内

の鉄道や運河、港湾 、電 信や道路 の近代 的イ ンフ ラの整備の必要 を説 いて資

本主義 を推進す る市場革命 を支持 し、対外 的には 自由貿易 を唱 えた。移 民間
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題(特 にニ ュー ヨー クへのアイル ラン ド系カ トリックの移民)に も敏感 で、

社会的改革 の必要性 を強 調 した。彼 らはYoungItalyやYoungHungaryを 手 本

に して、 自らを"YoungAmerica"と 称 し、西部 や南部への アメ リカのテ リ ト

リー の拡 大 を支持 し、西漸 運動 を強 力に推 し進 める態度 を取 った。"Young

America"と い う名称 は、 この 運 動 の 文 学 的 グル ー プ の結 成 に活 躍 した

CorneliusMathewsに よ る1845年 の 演説 に由来 して いる とされ る(Widmer14)。

同 年のDe〃zocraticReview7月 一8月号 にはオサ リヴ ァンがそ の"Annexation"

と題 された記事 にお いて、「神 によって与 え られた北米大陸 に年 々人 口が増加

するわが国が 自由に拡大 する ことの明 白なる天命("ManifestDestiny")」 を 唱

えて 、 メキ シコ戦 争 を支 持 す る考 えを打 ち出 した。 彼 らの運 動 はAndrew

JacksonやJamesPolkを 大統 領 に選 出す る ことで政治的な結実 をみる(特 に後

者の選出 に当た って は、L)emocraticReviewが 大 々的 に誌上で選挙 キャ ンペー

ンを展開 し、ニ ュー ヨークでポー クが勝利 を収 めた ことがそ の後 の大統領 選

を優位 に進め る ことに繋がった とされ る)。

1830年 代 後半 か ら1840年 代 半ば にいたる この時期、テキサス併合や メキ

シコ との戦争 を支持 し、民主主義や共和制 、ア ング ロサ クソニズムや 国民文

学の台 頭 を国家 の拡大 と結 びつ け る論 陣 を張 るDemocraticReviewに ホ ー

ソー ンが他 の雑誌 よ りも数多 く寄稿 した ことを どのよ うに捉 えるべ きであろ

うか。ホーソー ンは後 に、フー リエ リズム を実践 したBrookFarm体 験 を元 に

構 想 した ロマ ンスTheBlithedaleRomance(1852年)に お いて、物語 の末尾 に、

詩人 として 「グ リズウ ォル ド先生[RufusWilmotGriswold]に マ イ ナーな詩

人の列 に序せ られ」(246)今 や 中年 にさ しかか ったCoverdaleが 昔 を振 り返 り

自嘲気味 に若 き時代 を告 白す るシー ンを描 いている。それはホー ソーン 自身

の"YoungAmerican"ぶ りをい くぶん反映 した くだ りとも読め るものである。

Yet,werethereanycause,inthiswholechaosofhumanstruggle,worthasane

man'sdyingfor,andwhichmydeathwouldbenefit,then‐provided,however,

theeffortdidnotinvolveanunreasonableamountoftrouble‐methinksImight

beboldtoofferupmylife.IfKossuth,forexample,wouldpitchthe

battle-fieldofHungarianrightswithinaneasyrideofmyabode,andchoosea

mild,sunnymorning,afterbreakfast,fortheconflict,MilesCoverdalewould

gladlybehisman,foronebraverushuponthelevelledbayonets.(246-47)
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1848年 の ウィー ンか らのハ ンガ リーの独立革命 を指導 し、自由主義 の闘争

家、 ヨー ロッパ にお ける民主主義 の先導者 と して ラヨシュ ・コシュー トはア

メ リカで も尊敬 を集 めてお り、1851年 か ら52年 に かけて アメ リカを訪 問 し

た際 には熱狂的な歓迎 を受け、ボス トンで51年 に行われた コシュー トの講 演

会にはホー ソー ンも出かけてい る。 コシュー トの名前はおそ らくホーソー ン

の中で、1840年 代 半ばのDemocraticReviewと"YoungAmerica"の 活 動およ

びその後の衰退 と失望 と結びつ いて いた と思 われる。

1830年 代 後半 か ら1840年 代 の半ば にかけての この時期、ホー ソー ンは、

政治的 には ウイ ッグ党寄 りでabolitionismを 支 持す るEmersonやThoreau、 そ

れ に 妻Sophiaの 姉ElizabethPeabodyな ど コ ン コ ー ドや ボ ス トン の

Transcendentalistsと い う よ りは 、 ニ ュ ー ヨー ク をベ ー ス と し、 民 主 党 で

abolitionismを 批 判す るDemocraticReviewと そ れが推進す る"YoungAmerica

movement"に 近 い位 置を とって いた。エ マソン とオサ リヴ ァンの二 人は とも

に1837年 に 、前者は"TheAmericanScholar"に お いて、後者 はDe〃zocratic

Reviewを 創 刊す る ことで、アメ リカの文学的マニ フェス トを立ち上げ る。二

人の文学的ヴ ィジ ョナ リーはア メリカの文化 的空白を充温 させ よう とす る気

迫の点で似て いるものの、両者は大 いに異 なっている。 コンコー ドの賢 人が

唱える文芸運動 は 「自己信頼 」に満 ちた 「個 人」による もので あるのに対 し、

オサ リヴ ァンが提唱す る運 動は、新 しい文化 を若き文学者た ちの連帯 として

創造 し、それ を民主主義 を推進す るものと して政治や社会改革 に結び つける

ことであ った。 この時期 、ボス トンとニ ューヨークの双方 に、西漸運動や 奴

隷 制度な どの政治や社会 的問題 につ いて立場 を異にする二つ の文芸運動 の拠

点があ った といえるだろ う。植民地以来 のピュー リタニズムやそ の文化 を背

景 とす るホー ソー ンが、ポス ト ・ジャクソンの時代に 自らの 出自のニューイ

ング ラン ドで展 開され るTranscendentalismで は な く、オサ リヴ ァンが主導 す

るニ ュー ヨー クの"YoungAmerica"の 政 治 と文化 のエネルギー に触れ ていた

こと、それがホー ソー ンの作品世界 の中でどのよ うな展開 をみせた のか、以

下に見てみた い。

TheDemocraticReviewの 政 治性一 西漸運動 と奴隷制度

メキ シコの領土 であったテキサス の独立 、そ の後 のア メリカへ の併合 、メ

キシ コ戦争 にいた る前夜 の1842年 か ら1845年 に かけて、DemocraticReview
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は拡張主義 と帝国化 の路 線 を辿 るアメ リカの国家の軌跡 とまさに連動す る様

相を呈 して いる。DemocraticReviewの 関 心は 、テキサ ス、メキシコ、キ ュー

バ、オ レゴ ン、 さ らにはサ ン ドイ ッチ諸 島に向かい、そ うした土地 の気候 、

風土、人々 の風習 を描 いた旅行記は アメ リカが必 要 とす る情報 をもた らす も

の として熱心 に書評 に取 り上げ られ る。1843年2月 号ではMadameCalderon

delaBarcaのLifeinMexicoの 書 評が、 同年5月 号 にはJohnL.Stephensの

IncidentsofTavelinYucatanの 書 評 が掲載 され、特 に前者 は、1844年12月 号

に発表 され るホー ソー ンの"Rappaccini'sDaughter"に イ ンス ピ レー シ ョンを

与え、 ラパチー二博士 が育てる人工的毒花 のモチー フの直接的な源 となって

いる ことを指摘 して おかな くてはな らな い。のち にMadameCalderondeBarca

とな るFrancesErskineInglisは 、ス コッ トラン ドか らア メリカへ家族 とともに

移民 し、ボス トンで アル ゼ ンチ ン生 まれ の外交 官AngelCalderondelaBarca

と出 会い、1838年 に 結婚す る。スペイ ンがメキシコを承認 した のち夫 が初 の

スペイ ン大使 と してメキシ コに赴任す るのに ともない翌年 メキ シコへ赴 いた

バルカ夫人は、1842年 まで この地 に滞在 し、そ の風土 と風習 を旅行記 に記 し

た。DemocraticReviewの 書 評 は、 「われ われ(ア メ リカ国民 の)大 部分 がほ

とん ど知 らな いが 、重大な 関心 の対 象 とな って いる話題 に充実 した情報」(218)

を もた らし、「メキ シコは ロマ ンス に満 ちてお り、メキ シコ人 の自由へ の闘争

と共和 制政府 へ の欲 求 は、わ れわれ が現在 メキシ コに寄せ る以上 の シンパ

シー に値す る」(218)と して 、テキサ スのみな らず メキ シコ全体 の併合 に向

けた帝国主義的関心 を うかがわせて いる。

西漸運動は領土 の拡大 によって メキ シコや イギ リス、スペイ ンとの争 いを

引き起 こすばか りで はな く、国内 の奴隷制度 をめ ぐる南北の軋礫 と緊張 を西

方に も拡げ る ことになるが、西方へ の国土 の拡 張 と奴隷制度 の問題 に関す る

DemocraticReviewの 見 解 を1844年7月 号の記事 に うかが うことがで きる。

"TheRe -AnnexationofTexas ,inltslnfluenceontheDurationofSlavery"と 題 さ

れたその記事 は、abolitionismを 合 理的 ではない と退 ける一方 で、奴隷 制の存

続 と拡大 を西 の地 に求 める南部 を牽制す る姿 勢を取る。そ して 「(テキサス の)

併 合は、ア メ リカの奴隷 制度 を永続化す るど ころか、現在の あ らゆる状況 を

鑑みる と、奴隷制度 を究極 的 に消滅 させ るための唯一の根拠 のある望 みなの

である」 と主張す る。そ の理屈は こうで ある。商人、職人、機械工 な ど都 市
ブ リ 　 マ ン

に 住 む 労 働 者(DemocraticReviewが"TheYankee"と 呼 ぶ 中 間 層 の 都 市 労 働

..



成腰英語英文学研究 第16号(2012)

者 層 は この雑誌 の主 たる読 者層で ある)は 、多 くの土地 を必要 とす る ことな

く狭い場所で生産効率 を上げる ことがで きる。 しか し本質的 に農業従事者 で

ある奴隷は、収益 を上げ るの に広 い土地 を必要 とする。人 口が増加 し土地 の

値段が上昇す ると狭 い場所 での生産性 は低下 し、奴隷の生産量 と維持 費が見

合わな くな るため、奴隷は奴隷所有 者たち にとって 「貴 重な財産("valuable

property")」 で はな く 「や っか いもの("incumbrance")」 とな る。そ うなれば

奴隷所有者 の側でabolitionに 対 す る反対が な くな り、「自発的な"abolitionism"」

が 実現す るというのである。余剰人 口となった奴隷 たち によ るテキサ ス共 和

国へ、中央 ア メリカへ 、さらに南方 への 「自主 的な移動("voluntaryemigration")」

が 起 きる と記事 は述 べ る。 「人 口が過密 になった場所 では奴隷 制は消滅す る

("inadenselypeopledregionslaveryshallceasetoexist")[15]」 で あるか ら 「南

部の州 へ と人 を移動 させ よ、迅速 に、恐 れる こ とな く("Crowd,then,your

populationintotheSouthemStatesasyoumay,rapidlyandwithoutfear"[15])」

と記事は述べ る。 テキサ スは今や 「捌 け口("anoutlet")」 と して 開かれてい

る。「こう して、静か に、不平の声や何 の努 力 もな く、かつてイギ リスの貧欲

が招いた恥辱で あ り、今 やイギ リスか らの不公 平で尊大な嘲 りの的 となって

い る この黒 い人 々に よる不 安 と悪 に満 ちた長逗 留("thisdarkvisitationof

anxietyandevil"[15])は 、よ うや く我が岸辺 か ら立ち消え る」 ことになる と

して、植民地時代 にイギ リスの強欲 によって生み出され、今や アメ リカに先

駆 けて奴隷制 を廃止 した旧宗主国か らの愚弄 の対 象 とな って いる悪 しき奴隷

制度か ら脱却す る ことができ るのだ と記事 はい う。テキサス併合 は、アメ リ

カに とっては奴隷制 を解 消す る捌 け口となる と同時に、テキサス に とっては

この地 を虎視眈 々 とね らうイギ リスか らの干渉 を脱す ることがで きるのだ と

する。

DemocNaticReviewは 、テ キサ ス併 合は、アメ リカの黒人奴隷 の人 口移動 を

国の南方の国境周辺や 国の外 に押 し出す流れ を加速化 させ るとす る。 またメ

キシ コや 中央 アメ リカ、さ らに南方 の広大 な土地では、10人 の うち9人 が 「カ

ラー ド」で あ り、将軍や議 員、大統領 は 「混血"mixedblood"」 で ある との

人種的見解 を述べ る。DemocraticReviewは 西 漸運動 とテキサ ス併合が、アメ

リカの奴隷制度 の 「自発的な奴隷 制度 廃止("voluntaryabolition")」 を もた ら

し、白人国家ア メリカを実現す る とい う人種のポ リテ ィックス を唱えて いる。

DemocraticReviewは ミシシ ッピ選 出の民主党 上院議員RobertJ.Walkerを そ う
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した雑誌の立場 を代弁す る政治家 として押 し出 し、1845年2月 号 には"Robert

J.Walker"と い う記事 を掲載 している。

こうした論 を展 開す る1840年 代 半ばのDemocraticReviewに 多 くの短 篇 を

寄稿 したホー ソー ンは、雑 誌が推進す る西 への領 土拡大 と文芸運動 を連動 さ

せる文化的ナ シ ョナ リズム、雑誌が唱 える奴隷 制度の 「自然な解消 」や 人種

のポ リテ ィックス に どのよ うに反応 し、それ に参 与 して いるので あろ うか。

先の"TheRe-AnnexationofTexas,inltslnfluenceontheDurationofSlavery"の

記 事が掲載 された1844年7月 号 に収録された短篇"ASelectParty"の な か に

ホー ソー ンとL)emocraticReviewの 政 治性 との関わ りを探 ってみたい。

"AS
eIectParty"に み る1840年 代 アメ リカの姿
"AS
electParty"は 、DemocraticReviewが 打 ち上げ る西漸運動 に連 動させ

た政治 と文化 のナ シ ョナ リズム、そ のナ シ ョナ リズムが内包す る 「白人」国

家 とい う人種意識 に対す るホー ソー ンの応答 とも読め る作品 とな っている。

物語は"ManofFancy"が 彼 の 「天空の城("thecastleintheair")」 で 「選 り

す ぐりの人 々」 を招 いたパーテ ィー を思 いつ くことか ら始 まる(「 空想 の男」

にオサ リヴ ァンが含意 されてい るのか どうかは定かではな い)。天空 の城 には

「空想の男」 に招待 され た面々が地球か ら次 々 とやって来 る。 まず は昔の こ

とな ら何で も記憶 している 「古参の人("OldestInhabitant")」 が 登場 し、続 い

て 「自然哲学者("scientificphilosopher")」 が 到来す る。国家 の秘密 か ら通 商

に関す る重要情報 、上流社会 の艶 聞まで知る 「事情通("MonsieurOn-Dit")」 、

その公的地位へ の敬意 か ら招待 された 「気象学 者("ClerkoftheWeather")」 、

「さまよえ るユダ ヤ人("WanderingJew")」(パ ーテ ィー にふ さわ しい客 では

ない と見な された彼 はそ そ くさと 「オ レゴン」へ と旅立つ)が 現れ る。続 い

て、 「空想 の人」が夢見 がち な若 か りし頃に知 り合 った 「影 のよ うな人 たち

("shadowypeople")」 がや って来て、「空想 の男」は過去 の知 り合 い とは 「薄

暗 い歳 月」 の距離 をお いて遠 くか ら崇敬 して いた方 がよ いのだ と嘆息す る

(63)。 さ らにパ ーテ ィー には、 「愛 国者("Patriot")」 、 「学 者("Scholar")」 、

「聖職者("Priest")」 、 「麗 人("BeautifUIWoman")」 、 「改革者("Refbrmer")」 、

「詩人("Poet")」 が やって来 る。 「空想 の人」が彼 らを この 「選 りす ぐりの

パーテ ィー」に招待 した理 由は、「社会 の彼 らに対 する評価 に謹んで敬意 を表

した」 までで ある とし、先の 「古参 の人」 も 「自分が若か りし頃 は この程度
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の 人 々は街角 に温れ ていた ものだ」(65)と 辛 辣な言葉 を述べ る。そ の他 、海

魔の 「デイヴ ィー ・ジョー ンズ("DavyJones")」 、扇 動家、選挙権 を もつ以

外には存在 の意味 のない人々が登場す る。「空想の男」のパーテ ィー に招待 さ

れた 「選 りす ぐりの人々」 としてホー ソー ンが描 いてい るのは、独立革命 か

ら半世紀 を経て西漸運動 の時代(「 オ レゴ ン」とい う地名はそれ を端 的に表 し

ている)に 突入 した1840年 代 の アメ リカ社会 に浮沈す る人 々 時代 の寵 児、

時代遅れの人 々、時代 が要 請する学問(気 象学や 自然哲 学)、 宗教 、文学 に関

わる者たち、政治活動家 および彼 らに利用 される人々であ り、植 民地 時代 か

らデモ クラシー の時代 に至るア メリカ社会 の姿 を現実 とその影 のよ うな人物

たち に集約 させて いる。

しか し 「選 りす ぐ りの人 々」はそれ だけではな い。DemocraticReviewが 唱

道 する文化的ナ シ ョナ リズムが待望す る人物"MasterGenius"一 も登

場する。 「天才」 こそは、 「わが国が今か今 か と霞のよ うな時 のなか にそ の到

来を待ちわびて いた人、わが国の知的 に未 開拓 な土壌か らアメ リカ文学 をつ

くりあげ るという壮大 な ミッションを成 し遂げ る と運命づ け られ た」(66)人

物 であ る。DemocraticReviewは 、1845年4月 号 に"NathanielHawthorne"と

い う記事 を掲載 し、 「(ホー ソー ンの)作 品 こそ 、心に届 くもので あ り、気 づ

かぬ うち に静か に(心 の)要 塞 にしっか りと占拠す る ものだ」(383)と して 、

「わが国の文学 の開拓 されざる土壌 を切 り開き、その荒野の危険 と苦難 に直

面 した独創的な人物 」(383)で あ る として、 「純粋で、 もの静か な、喜ば しい

天才 とはナサニエル ・ホー ソー ンそ の人である」(384)と 書 き、ホー ソー ン

の文 学 的 名 声 と作 家 と して の地 位 の確 立 に寄 与す る と と もに 、"Young

American"と してホー ソー ンを位置 づけよ うとす る。

DemocNaticReviewが 称 揚す る若 きアメ リカを謳 う国民的文学 の担 い手 への

希求は、エマ ソンもそ のエ ッセイ"ThePoet"の な かに記 して いる。 「詩 人 と

は新 しい想 念 をもつ もの、 開示す べ き全 く新 しい経験 を有す る もの」(329)、

「(詩人 の)シ ンボル は全 ての人 間を解放 させ 、高揚 させ る力 をさせ る … ・

詩人 とは 自由をもた らす神 なのだ ・… 詩 人はわれ らの鎖 を解 き放 ち、新 しい

光 景へ と誘 って くれ る」(341-44)が 、 「いまだアメ リカ には天才 は誕 生 してい

ない。わが国 の比類 なき素材の価値 を知 り、時代 の暴挙 と物質主義 のさなか

に神の もう一つ の祝祭 を見 る圧倒的な洞察 力をそなえた詩人は まだ現れ ては

いないのだ」(346)と 書 く。エマ ソンのアメ リカ的詩人へ の希求 はDe〃aocratic
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Reviewと 同 じよ うな愛国的 口調 を帯び る。

丸太のころがる音、切り倒した木の切 り株、政治をかたる声、わが漁

場、わがニグロ、そ してインディアン、われわれが自慢し、拒むもの、

ごろつきの激昂、正直者の小心、北部の産業、南部の農業、西部の開拓

地、オレゴンとテキサス、これらを謳う詩はまだ生まれていない。 しか

しわれわれの目にはアメリカはひとつの詩なのである。この広大な土地

は想像力を眩惑する。(346)

オサ リヴ ァンとエマソ ン、-DemocraticReviewとTranscendentalism一 ボ ス

トンとニ ュー ヨー クで展 開 された 同時代 の二 つの文芸運動は、 同 じく国民的

詩人の誕生へ の期待 で歩 調 を合わせて いたといえる。

ホー ソー ンの"ASelectParty"は そ うしたDemocraticReviewや エ マソ ンの

文学的ナ シ ョナ リズムに連動 して いるのか、それ ともそれ を批判的 にみてい

るのか。この短篇はDemocraticReviewが 掲 げ る文化的ナ シ ョナ リズ ムを体現

する"MasterGenius"を 登 場 させ ることで雑誌 の大義 に同調 の姿勢 を示 す一

方で、「天才 」を 「堂 々たる椅子("thechairofstate")」 に座 らせ るとい う華 々

しく大げ さな 「戴冠」("state"に は 「国家 」の意 も込 め られてい るだ ろう)の

様子 を描 くこと、 また 「空想の男」 のパー ティーは最後 には嵐 によって散 々

な 目にあ うこと(「 天才 」は どこに消えて しまった のだろ う?)で それ を椰 楡

して もい る。 さ らに確 かに読み取れ るのは、ホーソー ンが暗 に示す 、オサ リ

ヴ ァンのDemocNaticReviewが 声 高 に掲げ る国民的文学の誕生へ の期待 はア

ング ロサ クソニズ ム とい う人種主義 と表裏一体 だ とい う認識で ある。"Master

Genius"は 「温 かい光 をたた えた深 い眼 と秀でた 白い額」 をもつ。 「天才」の

白さ によ ってそ の白人性 を強調す る一・方 で、"ASelectParty"は そ れ が抑圧 す

る もの、抑圧 され る ことで不気味 に回帰 して くる ものの姿 も描 き込 む。そ れ

は 「暗 くメランコ リックな気分の ときも、熱 に浮かされて いるとき も、常 に

空想の男 に取 り{い ていた」(64)も の で、空想 の城の壁 も地上 の堅牢 な建 物
ア ラ 　

の壁もその侵入を阻止できないもの 「ぼんやりとした恐怖のかたちをし

たもの」である。それは

老いた醜い黒人の女の姿であった。彼(空 想の男)が 生家の屋根裏部
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屋に潜んでいると想像 し、子供のとき狸紅熱で死の淵をさまよったとき、

彼のベッドにやってきてニタリと笑ったその黒い影であった。 この暗い

影が壮麗な大広間の柱をすべるように動きながら旧知の顔つきで彼を眺

めていた。男は忘れていた子供時代の恐怖に再び身震いした。(64)

ホー ソー ンは 、DemocraticReviewが 唱 える拡 大する若 き国家 アメ リカのな

かで手 を携 えて進歩す る政治 と文学、DemocraticReviewが 「天 空の城」 とし

て描き出す アメ リカのヴ ィジョンとそ の白人ナシ ョナ リズム を、国家的 「フィ

クシ ョン」と見な して いるよ うに思われ る。DemocraticReviewが 「天空 の城」

として描 き出す アメ リカのヴ ィジ ョン 「白い額」 をした国家待望 の詩 人

と黒人の老婆 のか たちを した 「黒 い影」 ホーソー ンはそ の両者 を同 じテ

クス ト空間 に存在 させ る ことで、1840年 代 ア メリカの"topsy-turvy"的 人 種

的状況 を鮮烈 に描 いている といえ るだ ろう。

Notes

1ホ ー ソ ー ン と 奴 隷 制 度 や 人 種 問 題 と の 関 わ り を 論 じ た 近 年 の 研 究 と し て

は 、Simon、Goddu、Yellin、Brickhousse等 が あ る 。

2植 民 地 時 代 の セ イ レ ム に 存 在 し た カ リ ブ 海 諸 島 か ら の 奴 隷 と し て は 、魔 女

事 件 の 発 端 と な っ た 牧 師SamuelParris家 のTitubaとJohnEnglishが 有 名 で

あ る 。

3"topsy-turvydolls"を19世 紀 半 ば の 人 種 的 配 置 の イ コ ン と して こ の 時 代

の 文 学 と文 化 を 読 み 解 こ う とす る 批 評 と し て は 、Wallace-Sandersに よ る 研

究 の ほ か に 、Samuels、Young、Sanchez-EpPler、0'Loughlin、Bemsteinに

よ る も の が あ る 。

4ホ ー ソ ー ン とDemocraticReviewお よ びJohnL.0'Sullivanと の 関 わ り に つ

い て は 、widmerを 参 照 。
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